
 

 

兵庫県立のじぎく特別支援学校 
〒６５１-２２１５ 神戸市西区北山台２丁目５６６－１３４ 

（本校） 電 話 （０７８）９９４－０１９６ 

 ＦＡＸ （０７８）９９４－０１９７ 

ホームページ https://www.hyogo-c.ed.jp/~nojigiku-sn/ 

 

 

 

 以前は、県立のじぎく療育センター併設の肢体

不自由児を対象とする学校でしたが、病院閉鎖に

伴い高等部を設置し、平成２０年度より知肢併置

の学校となりました。 

  令和５年度より総合リハビリテーションセン

ター訪問学級を開設し、知肢病併置の学校となり

ました。 

また、県立総合リハビリテーションセンター内

におおぞら分教室、北播磨こども発達支援センタ

ー内にわかあゆ園（現在閉級中）が設置されてい

ます。 

 

１．教 育 目 標 

(1) 心のかよいあう、明るく、元気な学校をつくる 

(2) 「自立」し、社会参加する人間を育てる 

 

２．設置学部と対象の幼児児童生徒 

 <本 校>（小学部）通学区域に居住する学齢児童 

      （中学部）通学区域に居住する学齢生徒及び「おおぞらのいえ」入所者 

      （高等部）通学区域に居住する特別支援学校中学部及び中学校を卒業または卒業見込みの者 

及び「おおぞらのいえ」入所者 

 <分 教 室>（幼稚部）「おおぞらのいえ」に入所する年長児 

（小学部）「おおぞらのいえ」に入所する学齢児童 

 <訪問学級>（小・中学部）兵庫県立総合リハビリテーション中央病院に入院中の学齢児童・生徒 

※通学区域および学部、部門の関係については、下図参照。  

 
本 校 

おおぞら 

分教室 
訪問学級 

学 部 小学部 中学部 高等部 幼・小学部 小・中学部 

部 門 知的 肢体 知的 肢体 知的 肢体 肢体 病弱 

 

 

通

学

区

域 

神戸市西区 

(押部谷・神出・桜が丘中校区)  
〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― ― 

三木市・小野市 ― 〇 ― 〇 〇 〇 ― ― 

障害児入所施設 

おおぞらのいえ 
 ― ― 入所者 ― 入所者 入所者 ― 

北播磨こども発達支援センター事務組合 

わかあゆ園 
― ― ― ― ― ― ―   ― 
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３．教育上の特色 

教育内容 

幼稚部から高等部まで一貫した教育を展開する 

一人一人の教育計画に基づき、個に応じた指導を展開する 

  

 ① 本校 

  ［小学部・中学部］ 

  ・児童生徒の発達段階や障害の状態に応じて指導内容を厳選し、基礎・基本の確実な定着を図る。 

  ・肢体不自由と知的障害に対応しており、肢体不自由部門は４つの類型、知的障害部門は２つの類型 

の教育課程を編成して教育活動を展開する。 

   ア 教科を中心に学習する【肢体Ⅰ類型】 

   イ 下学年の教科内容を中心に学習する【肢体Ⅱ類型】 

   ウ 合わせた指導の内容を中心に学習する【肢体Ⅲ類型・知的Ⅲ類型】 

   エ 自立活動を中心に学習する【肢体Ⅳ類型・知的Ⅳ類型】 

  ・全ての教育活動を通して学習意欲の向上を図るとともに、学級活動や行事等の中で主体性や自主性、 

自己肯定感を伸ばすよう努める。 

  ・校外学習等の体験的な学習を通じて生活経験の幅を広げ、社会の一員として主体的に生活を営むこ 

とができる力を育成する。 

  ［高等部］ 

  ・「豊かに生活できる力を身に付つける」ことを目標に、肢体不自由部門は４つの類型、知的障害部 

門は２つの類型の教育課程を編成して教育活動を展開する。 

   ア 進学や就労に向けての幅広い知識や教養をみにつける【肢体Ⅰ・Ⅱ類型】 

   イ 社会生活に役立つ力を身に付ける【肢体Ⅲ類型・知的Ⅲ類型】 

   ウ 余暇の利用と生活を豊かにする力を育てる【肢体Ⅳ類型・知的Ⅳ類型】 

  ・各部門が独自に学習する場と共に学習する場を設定し、それぞれの特色を生かしながら仲間意識を 

育てる。 

  ・３つの生活力「家庭生活能力」「社会生活能力」「職業生活能力」の育成を主眼とし、一人一人の 

実態に応じて教育活動を行う。 

 

  ② おおぞら分教室 

  ・幼児児童は、総合リハビリテーションセンター内の障害児入 

所施設「おおぞらのいえ」に入所しているため、施設と連携を 

図りながら教育活動を進める。 

  ・限られた学習環境ではあるが、指導体制、学習内容を工夫し、 

学習意欲の向上を図るとともに、主体性や自主性を育成する。 

 

    ③ 総合リハビリテーションセンター訪問学級 

・兵庫県立総合リハビリテーション中央病院小児科に入院して 
いる小中学生への教育を実施する。 

・児童生徒の疾病や障害など個々の実態に応じて、教科指導あるいは自立活動を行う。 

・主治医・病院スタッフと常に情報交換を行い、連携して教育を進める。 

・児童生徒の前籍校とも連携を密にし、退院後の生活や進路指導を見据えた教育を行う。 

高等部 キャリアアップ学習 
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４．応募の手続き と 入学の決定まで 

本校への入学を希望される方は入学相談及び学校見学を個別に随時行っておりますので、事前に本校

と電話で日程等についてご相談ください。何度でも相談及び見学に来て頂けます。 

※ 翌年４月に転入学を希望される方は、前年度10月までに見学と相談にお越しください。

○小学部・中学部

①見 学 ・ 相 談：居住校区の小・中学校長及び神戸市教育委員会、関係機関の就学相談を受けたうえ、

本校の入学相談を受けてください。入学相談及び見学は個別に行います。 

②体 験 入 学：令和６年６月に実施

※６月に参加できなかった幼児児童は、令和７年２月に実施する予定です。日程

は入学希望者に神戸市教育委員会を通じて各学校園よりお知らせします。

③入学決定通知：兵庫県教育委員会より保護者宛てに文書で通知されます。

④入 学 準 備：入学者説明会にて説明します。※令和７年３月下旬予定

⑤新小１就学時前健康診断：居住地区の小学校で受けてください。

〇高等部 

①高等部入学希望者説明会：令和６年６月上旬

②入 学 相 談：入学希望者は、必ず受ける必要があります。

③募集要項説明会：令和７年１月上旬（担任等の先生が参加します。）

④入学者選考検査・合格者発表：日程は県の発表によります。

⑤ 入 学 決 定 通 知：合格者発表後、学校長より本人宛てに通知します。

⑥入 学 準 備：入学者説明会にて説明します。※令和７年３月下旬予定

〇分教室及び総合リハビリテーションセンター訪問学級

諸条件がありますので、お問い合わせください。

５．諸 費 用

入学に関する費用、授業料は無料です。 

給食費、校外学習費、修学旅行費、学用品費、通学付添費などは、所得の状況により補助（就学奨 

励費）が受けられます。 

その他、諸費用として、学習教材費、PTA 会費、同窓会費等を徴収します。 
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６．学校の所在地 と 通学方法 

スクールバス・徒歩・自転車・電車・バス・自家用車（保護者送迎）で通学しています。 

 

（本校） 

所在地  〒６５１-２２１５ 神戸市西区北山台２丁目５６６－１３４ 

 

 

 

 

 

 

 

（本校へのアクセス） 

 

 

 

 

    

  

     

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（おおぞら分教室、総合リハビリテーションセンター訪問学級） 

所在地 〒６５１－２１８１ 神戸市西区曙町１０７０ 

（神戸市西区にある県立総合リハビリテーションセンター内） 

電話 （０７８）９２６－１８１１  ＦＡＸ （０７８）９２６－１８３３ 

 

（わかあゆ分教室） 

所在地 〒６７９－２１８１ 加東市下滝野１２８３－１ 

・神戸電鉄を利用 

神戸電鉄粟生線「緑が丘駅」下車 

東へ徒歩８分 

・神戸市営地下鉄・神姫バスを利用 

西神中央駅より神姫ゾーンバス 

「緑が丘駅」「青山５丁目」行きに乗車 

「のじぎく特別支援学校前」下車すぐ 
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